
学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

高校 3 年 理科 化学 ４ 特進理系国公立型 

教科書・副教材 高等学校化学(数研出版)・セミナー化学基礎＋化学(第一学習社) 

 

科目の目標 

●科目について 
高校３年生では、主に有機化学を学習していきます。有機化学をマスターにするには「きまり」を理解することが大切です。
その「きまり」とは「有機化合物の表し方」と「官能基ごとの反応」です。まずは、有機化合物の表し方を習得し、スピーデ
ィーに書けるようになりましょう！次に、官能基ごとの反応を頭に入れましょう。有機化学では、とにかく手を動かして書く
ことを意識してみてください。9 月以降は入試問題演習がメインとなっていきます。高校１年生からの内容がまんべんなく出
題されます。化学は、苦手意識を捨て、根気強く向き合えば必ず克服できる教科です。志望校合格の目標を失うことなく一緒
に頑張って行こう！ 
●コンピテンシーについて 
・幅広い知識を系統的、総合的に理解できる力を身に付けさせる。 

・学期に 1 回行われる実験を通して、その実験の仮説を設定し、実験結果や教科書に載っている理論結果を踏まえて、科学現

象について検証できる力を身に付けさせる。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自然の事物・現象を、質的・量的な

関係や時間的・空間的な関係などの

科学的な視点で捉え、比較したり、

関係付けたりするなどの科学的に

探究する方法を用いて考えること

ができる。 

自然の事物・現象の中に問題を見い

だし、見通しをもって観察、実験な

どを行い、その結果を解釈し表現す

ることができる。 

自然の事物・現象に主体的に関わ

り、見通しをもったり振り返ったり

するなど、科学的に探究することが

できる。 

評価の方法 

定期考査 
確認プリント 

実験プリント など 

定期考査 
授業プリント 

実験プリント など 

考査ごとのリフレクションシート 
授業プリント 
確認プリント 

実験プリント など 
 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

脂肪族炭化水素 ４ 単元テスト  

定期テスト 

テスト課題 

酸素を含む脂肪族化合物 ８ 

芳香族化合物 ８ 

糖類 ４ 

アミノ酸とタンパク質 ４ 

合成繊維 ４ 

合成樹脂とゴム ４ 

２ 

学 

期 

理論入試演習 ８ 定期テスト 

テスト課題 有機入試演習 ８ 

   

過去問演習 

 

20 定期テスト 

テスト課題 

３ 

学 

期 

   

   

   

   

   

   



 


